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「
人
生
は
ラ
グ
ビ
ー
の
ボ
ー
ル

の
様
に
、
思
わ
ぬ
方
向
に
飛
び
出

す
も
の
だ
」
と
は
聞
い
て
は
い
た

も
の
の
、
ま
さ
か
こ
の
私
が
名
門

城
北
学
園
の
理
事
長
に
な
ろ
う
と

は
思
い
も
よ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

昨
年
十
月
二
十
九
日
急
逝
さ
れ

ま
し
た
故
井
上
貴
雄
前
理
事
長
の

ご
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、
百
日
祭
が

終
わ
る
の
を
待
っ
て
本
年
二
月
五

日
、
当
城
北
学
園
理
事
長
に
就
任

し
ま
し
た
。

　

私
が
城
北
学
園
と
ご
縁
を
頂
く

よ
う
に
な
っ
た
の
は
丁
度
四
年
前

に
遡
り
ま
す
。

　

当
時
、
学
園
の
財
政
運
営
を
め

ぐ
り
、
理
事
会
と
先
生
方
と
の
間

に
不
協
和
音
が
強
く
、
病
床
に
あ

り
ま
し
た
前
理
事
長
は
大
変
に
心

を
痛
め
て
お
ら
れ
、
入
院
先
か
ら

毎
日
の
様
に
電
話
が
あ
り
ま
し

た
。
出
来
る
こ
と
な
ら
ご
自
身
が

学
園
業
務
に
専
念
し
た
い
、
と
ま

で
の
強
い
ご
意
向
を
お
持
ち
で
し

た
が
諸
般
の
事
情
か
ら
そ
れ
も
許

さ
れ
ず
、
不
肖
の
身
を
も
顧
み
ず

私
が
半
ば
立
候
補
の
よ
う
な
形
で

理
事
長
代
理
を
お
受
け
し
た
次
第

で
す
。

　

当
時
株
式
会
社
巴
川
製
紙
所
の

常
務
取
締
役
と
し
て
、
事
業
部
を

二
つ
と
一
つ
の
本
部
を
担
当
し
た

ま
ま
兼
務
と
い
う
形
で
し
た
。

　

何
と
か
し
て
、
井
上
理
事
長
の

お
気
持
ち
を
楽
に
し
て
差
し
上
げ

た
い
と
い
う
思
い
や
、
創
立
者
の

深
井
・
井
上
両
先
生
は
じ
め
多
く

の
卒
業
生
諸
氏
や
教
職
員
・
在
校

生
諸
君
の
た
め
に
も
一
日
も
早
く

正
常
化
す
べ
き
で
あ
る
と
の
願
い

が
私
を
駆
り
立
て
ま
し
た
。

　

先
生
方
へ
の
就
任
の
ご
挨
拶

で
、
自
分
は
学
校
経
営
の
こ
と
は

何
も
知
ら
な
い
。
正
に
『
闇
夜
に

茨
の
道
を
裸
足
で
歩
く
』
状
態
で

す
が
、「
こ
の
学
園
を
何
と
し
て
も

良
く
し
た
い
」
と
言
う
情
熱
と
、

「
こ
の
学
園
を
必
ず
良
く
出
来

る
」
と
言
う
信
念
だ
け
は
充
分
に

持
ち
合
わ
せ
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

　
『
知
目
行
足
、も
っ
て
清
涼
池
に

至
る
』
と
、
当
時
の
私
の
心
境
を

申
し
述
べ
ま
し
た
こ
と
を
、
今
で

も
鮮
明
に
覚
え
て
お
り
ま
す
。

　

前
置
き
が
随
分
長
く
な
り
ま
し

た
が
、
学
校
教
育
に
全
く
素
人
の

私
と
、
皆
さ
ん
方
の
「
心
の
ふ
る

さ
と
城
北
学
園
」
の
ご
縁
の
始
ま

り
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
こ
れ
が
私
の
城
北
学
園
に

対
す
る
使
命
感
で
あ
る
こ
と
を
ご

理
解
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

創
立
六
十
二
年
、
卒
業
生
二
万

九
千
五
七
一
名
。

　

儒
学
者
深
井
先
生
の
教
え
を
受

け
継
ぎ
創
設
以
来
六
十
二
年
間
、

集
い
来
る
前
途
有
為
な
若
者
達

に
、「
着
実
・
勤
勉
・
自
主
」
の
校

訓
の
も
と
、「
質
実
厳
正
」
と
言
う

男
子
た
る
も
の
が
い
つ
も
心
得
と

す
べ
き
精
神
を
涵
養
、
更
に
一
貫

し
た
教
育
目
標
と
し
て
「
人
間
形

成
と
上
級
学
校
へ
進
学
」を
掲
げ
、

こ
の
間
に
輩
出
し
た
同
窓
生
は
実

に
三
万
人
に
及
ぶ
わ
け
で
す
。

　

広
く
政
治
、
経
済
、
文
化
、
教

育
、
医
療
等
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の

活
躍
は
め
ざ
ま
し
く
、
わ
が
国
は

も
と
よ
り
世
界
の
発
展
に
寄
与
、

貢
献
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
城
北
は
進
学
校
と
し
て
の

名
声
を
高
め
、
評
価
を
頂
い
て
い

ま
す
が
、
も
と
よ
り
「
進
学
」
に

偏
す
る
こ
と
な
く
、「
質
実
厳
正
」

の
校
風
に
象
徴
さ
れ
る
豊
か
な
人

間
性
を
備
え
て
の
ち
、
学
問
を
修

め
高
い
技
術
を
身
に
つ
け
さ
せ
る

こ
と
が
城
北
教
育
の
原
点
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

中
国
に
、「
花
を
育
て
る
に
は
一

年
を
、木
を
育
て
る
に
は
十
年
を
、

人
を
育
て
る
に
は
百
年
を
考
え

よ
」
と
言
う
古
い
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト
、
フ
ァ
ス
ト

が
世
の
風
潮
で
す
が
、
教
育
だ
け

は
そ
う
は
参
り
ま
せ
ん
。

　

優
れ
た
諸
先
輩
に
続
く
、
時
代

を
担
う
逞
し
い
若
者
を
育
て
る
こ

と
に
先
生
方
の
お
力
を
お
借
り
し

な
が
ら
、
微
力
を
捧
げ
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
意
味
か
ら
も
今
し
ば
ら
く

は
、
ボ
ー
ル
が
飛
ん
だ
方
向
に
身

を
任
せ
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
様
方
お
一
人
お
ひ
と
り
の
ご

多
幸
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
る
と
共
に
、
城
北
学
園

の
永
久
の
発
展
を
祈
念
し
て
筆
を

置
き
ま
す
。

　
城
北
教
育
の
原
点
忘
れ
ず
に

薗
口　

穰

　

昨
年
十
月
二
十
九
日
当
同
窓
会

前
名
誉
会
長
井
上
貴
雄
氏
（
前
学

園
理
事
長
）
の
ご
逝
去
に
よ
り
、

平
成
十
五
年
三
月
二
十
九
日
常
任

理
事
会
で
学
園
理
事
長
薗
口
穰
氏

を
名
誉
会
長
に
お
願
い
す
る
事
に

な
り
、
四
月
一
日
付
で
委
嘱
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
新
名
誉
会
長
は

株
式
会
社
巴
川
製
紙
所
取
締
役
会

長
を
務
め
て
お
ら
れ
、
井
上
前
名

誉
会
長
と
は
永
年
に
わ
た
り
ご
一

緒
に
活
躍
さ
れ
た
方
で
す
。
当
学

園
に
は
貴
重
な
存
在
で
あ
り
、
わ

れ
わ
れ
同
窓
会
と
し
て
も
心
強
い

方
を
お
迎
え
出
来
、
大
変
喜
ば
し

い
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
春
に
は
三
九
七
名
の
元

気
な
新
入
会
員
を
お
迎
え
し
て
卒

業
生
は
二
九
、
五
七
一
名
と
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
六
月
七
日（
土
）

に
は
定
例
と
な
り
つ
つ
あ
る
同
窓

会
定
期
総
会
と
第
三
回
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
を
、
十
一
期
か
ら
十

五
期
生
を
対
象
の
先
生
方
を
お
迎

え
し
て
開
催
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。
対
象
期
で
な
い
方
々
も

こ
の
春
卒
業
さ
れ
た
方
も
お
誘
い

合
わ
せ
て
ご
出
席
下
さ
い
。

　

同
窓
会
も
毎
年
の
総
会
開
催
と

会
報
の
発
行
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
に
よ
る
卒
業
生
と
恩
師
と
の

交
流
も
三
年
目
を
迎
え
つ
つ
あ
り

ま
す
。
こ
れ
も
各
期
選
出
の
幹
事

の
方
々
と
有
志
の
皆
さ
ん
（
運
営

委
員
会
）
の
ご
協
力
の
御
陰
と
深

く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
又
本
年

は
五
年
に
一
度
の
会
員
名
簿
発
行

の
年
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
お
手

元
に
一
冊
お
い
て
会
員
同
士
の
交

流
に
ご
活
用
い
た
だ
け
た
ら
と
存

じ
ま
す
。
今
年
度
も
み
な
さ
ん
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
城
北

学
園
同
窓
会
は
よ
り
充
実
し
た
内

容
を
皆
様
に
お
届
け
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

薗
口　

穰　
名
誉
会
長
と

　
　
　

新
入
会
員
三
九
七
名
を
迎
え
て

同
窓
会
会
長　

杉
崎　

完
夫

（
旧
２
回
生
・
昭
和　

年
度
）

２０

　

先
の
「
同
窓
会
報
」
で
本
校
の

教
育
指
導
体
制
が
中
１
・
中
２
を

「
基
礎
期
」
中
３
、
高
１
を
「
錬

成
期
」
そ
し
て
高
２
、
高
３
を

「
習
熟
期
」
と
位
置
づ
け
た
３
期

指
導
体
制
に
移
行
し
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
報
告
し
た
通
り
で
す
。

爾
来
、　

年
こ
の
体
制
の
下
で
、

１０

こ
の
春
５
回
生
の
卒
業
生
を
送
り

出
す
に
至
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ

の
会
報
で
大
学
進
学
実
績
を
含
む

生
徒
の
多
方
面
に
わ
た
る
活
動
の

報
告
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
も
日
頃
、
学
園
の
諸
活

動
に
理
解
を
示
し
て
頂
い
て
お
り

ま
す
同
窓
会
長
始
め
役
員
諸
氏
そ

し
て
、
各
ク
ラ
ブ
の
先
輩
皆
様
方

の
ご
支
援
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
校
は
創
立　

周
年
を

６０

経
て
、
文
字
通
り
生
れ
変
わ
っ
た

城
北
と
し
て
２
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
こ
の
間
、
前
理
事
長
の
井
上

貴
雄
先
生
を
失
う
な
ど
の
悲
し
い

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

迄
理
事
長
代
理
を
務
め
て
こ
ら
れ

ま
し
た
薗
口
穰
氏
を
新
理
事
長
に

迎
え
る
こ
と
に
よ
り
、
教
職
員
は

勿
論
、
生
徒
一
同
気
持
ち
も
新
た

に
平
成　

年
度
の
春
を
迎
え
て
お

１５

り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
は　

年
の
長
き

１４

４２

　

新
理
事
長
の
下
で

学
校
長　

加
藤　

健
治

に
わ
た
っ
て
教
育
頂
い
て
参
り
ま

し
た
芸
術
の
町
田
先
生
、
国
語
の

小
森
先
生
、音
楽
の
佐
藤
先
生（
佐

藤
先
生
は
３
月
に
続
き
講
師
と
し

て
勤
務
し
て
頂
く
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
）
の
３
先
生
が
専
任
を

退
か
れ
、
新
た
に
国
語
に
吉
野
誠

先
生
、
地
歴
科
に
村
田
祐
介
先
生

を
迎
え
、
専
任
、
講
師
、
事
務
職

併
せ
て
１
６
０
名
余
り
の
陣
容
で

の
出
発
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
私
学
を
取
り
巻
く
状
況

は
決
し
て
容
易
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
長
び
く
不
況
、少
子
化
、

そ
し
て
国
を
あ
げ
て
の
公
立
校
の

復
権
を
か
け
た
政
策
、
た
と
え
ば

都
立
進
学
重
点
４
校
（
日
比
谷
、

西
、
戸
山
、
八
王
子
東
）
の
推
進
、

ま
た
平
成
５
年
度
か
ら
敷
か
れ
る

公
立
に
お
け
る
中
、高
一
貫
校（
小

石
川
な
ど
）
な
ど
は
、
こ
れ
迄
も

競
合
関
係
に
あ
っ
た
城
北
に
は
侮

れ
な
い
事
態
を
迎
え
て
い
ま
す
。

幸
い
、
学
力
低
下
の
叫
ば
れ
る
中

で
の
５
日
制
の
導
入
、
ま
た
、
授

業
内
容
の
３
割
削
減
な
ど
文
科
省

の
失
策
に
対
す
る
反
動
と
し
て
依

然
中
学
人
気
は
続
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
常
に
変
化
を
先
取
り
し
て

の
改
革
と
私
学
と
し
て
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
指
し
示
し
得
な

け
れ
ば
時
代
の
中
に
埋
れ
て
い
く

こ
と
は
必
定
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
　

年
間
先
輩
諸
兄
か
ら
受
け
継

６２
い
で
き
た
「
質
実
厳
正
」
な
る
校

風
と
「
着
実
・
勤
勉
・
自
主
」
の

校
訓
を
さ
ら
に
高
く
掲
げ
、
新
理

事
長
の
下
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
お

誓
い
し
、　

年
度
の
初
頭
に
当
っ

１５

て
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

城
北
学
園
理
事
長

同
窓
会
名
誉
会
長

《
定
例
総
会
》
の
お
知
ら
せ

　

日
時　

平
成
十
五
年
六
月
七
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
三
時
三
〇
分
よ
り

　

会
場　

城
北
学
園
講
堂

　

議
題　

平
成
十
四
年
度
活
動
報
告

　
　
　
　

平
成
十
五
年
度
活
動
計
画

　
　
　
　

平
成
十
四
年
度
決
算
報
告

　
　
　
　

平
成
十
五
年
度
予
算
（
案
）

《
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
》

　

総
会
終
了
後
、現
旧
の
先
生
方
を
お
招
き
し
、

　

回
〜　

回
生
を
対
象
に
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
を

１１

１５

開
催
し
ま
す
。
多
数
の
皆
様
の
ご
出
席
を
お
願

い
し
ま
す
。
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重
松
開
三
郎
氏
（
旧
一
回
）

勲
五
等
双
光
旭
日
章
を
受
章

　

昨
年
秋
の
叙
勲
で
、
重
松
開
三

郎
氏
（
株
式
会
社
重
松
製
作
所
取

締
役
会
長
）
が
、
多
年
に
わ
た
る

産
業
界
へ
の
貢
献
、
呼
吸
用
保
護

具
を
は
じ
め
労
働
衛
生
保
護
具
の

研
究
開
発
、
日
本
工
業
規
格
の
制

定
等
に
寄
与
さ
れ
た
等
の
功
績
に

よ
り
、
勲
五
等
双
光
旭
日
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
父
君
の
初
代
社
長
重

松
�
造
氏
が
昭
和
四
十
年
秋
に
勲

五
等
双
光
旭
日
章
、
二
代
目
社
長

高
野
喜
義
氏
が
昭
和
五
十
一
年
春

に
勲
四
等
瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
て

お
り
、
社
長
が
三
代
連
続
し
て
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
の
お
知
ら
せ

●
今
年
は　

回
〜　

回
生
を

１１

１５

ご
招
待

第　

回
生（
昭
和　

年
３
月
卒
）　

名

１１

３４

４３６

第　

回
生（
昭
和　

年
３
月
卒
）　

名

１２

３５

４９５

第　

回
生（
昭
和　

年
３
月
卒
）　

名

１３

３６

５５２

第　

回
生（
昭
和　

年
３
月
卒
）　

名

１４

３７

５５９

第　

回
生（
昭
和　

年
３
月
卒
）　

名

１５

３８

５００

計
二
五
四
二
名

●
三
回
目
を
迎
え
る

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ

　

一
昨
年
の
初
め
て
の
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
は
、
旧
１
回
生
、

　

回
、　

回
生
と
、
高
齢
と
若

１８

２８

い
世
代
の
双
方
を
対
象
に
実
施

し
ま
た
。

　

第
２
回
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ィ
は
、
還
暦
を
超
え
た
卒
業

生
か
ら
、
早
く
招
待
し
て
欲
し

い
と
い
う
要
望
が
強
か
っ
た
の

で
、
旧
２
回
か
ら　

回
生
ま
で

１０

を
対
象
に
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
、
第
２
回
と
も
一
五

〇
余
名
の
同
窓
が
集
い
、
ホ
テ

ル
な
み
に
設
営
さ
れ
た
会
場

で
、
担
任
さ
れ
た
先
生
方
を
囲

ん
で
、
い
く
つ
も
の
談
笑
の
輪

が
で
き
、
和
や
か
な
懇
親
宴
で

し
た
。

●
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

　
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
っ
て
何

で
す
か
」
と
い
う
質
問
が
、
第

１
回
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
の
お

知
ら
せ
を
し
ま
し
た
以
来
、
何

人
か
の
卒
業
生
か
ら
あ
り
ま
し

た
。

　

卒
業
後
、
一
定
の
年
数
（　
２０

年
、　

年
、　

年
な
ど
）
を
経

２５

３０

過
し
た
卒
業
生
を
母
校
に
招

待
、
恩
師
を
交
え
て
開
く
懇
親

会
を
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
と
呼
ん

で
い
ま
す
。

　

ち
な
み
にhom

ecom
inng

は
米
語
。
ア
メ
リ
カ
で
大
学
の

卒
業
生
が
母
校
に
集
ま
っ
て
開

く
同
窓
会
の
こ
と
。 

●
担
任
の
先
生
方
も

お
招
き
し
て
い
ま
す

ご
出
席
予
定
の
先
生
方

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

矢
澤　

友
一
（
国
語
）

石
丸　

克
巳
（
体
育
）

松
永　

謙
護
（
英
語
）

島
田　

欣
一
（
国
語
）

吉
川　

政
勝
（
数
学
）

江
口　
　

旻
（
社
会
）

須
田　

忠
良
（
社
会
）

遠
藤　

義
明
（
理
科
）

島
田　

成
矩
（
社
会
）

根
岸　
　

清
（
数
学
）

賀
川　
　

忠
（
美
術
）

打
木
城
太
郎
（
英
語
）

久
保
田
雄
一
郎
（
国
語
）

鳩
貝
清
太
郎
（
社
会
）

●
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ

運
営
委
員

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
の
準
備
、

運
営
の
た
め
、
対
象
卒
業
年
度

の
方
に
運
営
委
員
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
昨
年
の
運
営
委
員
、

常
任
幹
事
と
の
合
同
会
議
を
再

三
開
き
ま
し
た
。

　

運
営
委
員
に
は
二
つ
の
こ
と

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

①
同
期
の
人
た
ち
に
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
の
お
知
ら
せ
と
、
出
席

の
呼
び
か
け
を
い
ろ
い
ろ
な
方

法
（
ク
ラ
ス
会
、
同
期
会
、
Ｏ

Ｂ
会
、
有
志
の
集
ま
り
な
ど
の

ル
ー
ト
）
で
し
て
い
た
だ
く
こ

と
。

②
当
日
、
受
付
で
来
場
さ
れ
た

同
期
の
応
対
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
。

●
同
期
の
出
席
状
況
を

知
り
た
い
方
は

　

同
窓
会
事
務
局
廣
瀬
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

同
窓
会
事
務
局

　

�　
（
３
９
５
６
）３
１
５
７

０３
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追
悼　

井
上
貴
雄
理
事
長

　

中
堅
製
紙
会
社
、
巴
川
製
紙
所

の
社
長
・
会
長
を
務
め
た
井
上
貴

雄
（
い
の
う
え
・
た
か
お
）
さ
ん

は
、
同
社
が
初
め
て
国
産
化
し
た

電
気
絶
縁
紙
の
製
造
・
開
発
技
術

を
活
用
し
、
電
子
材
料
分
野
な
ど

の
新
規
事
業
を
育
成
。
紙
事
業
だ

け
に
と
ら
わ
れ
な
い
複
合
的
な
事

業
形
態
を
つ
く
り
上
げ
た
。

　

一
九
五
八
年
慶
應
大
学
を
卒
業

後
、
父
が
社
長
を
務
め
て
い
た
同

社
に
入
社
。
主
に
人
事
・
労
務
畑

を
歩
み
、
七
一
年
に
三
十
七
歳
の

若
さ
で
社
長
に
就
い
た
。
当
時
、

東
証
一
部
上
場
企
業
で
最
年
少
の

社
長
だ
っ
た
。

　

社
長
就
任
時
に
社
員
に
「
苦
し

く
て
も
自
分
の
足
で
階
段
を
上
っ

て
い
こ
う
」
と
訴
え
た
。
当
初
は

電
気
絶
縁
紙
の
生
産
に
注
力
し
た

が
、
八
〇
年
代
後
半
の
需
要
減
退

に
伴
い
、
ト
ナ
ー
生
産
と
い
っ
た

化
成
品
事
業
な
ど
多
角
化
路
線
に

転
換
し
た
。

　

人
員
合
理
化
を
推
し
進
め
、
九

三
年
に
会
長
に
退
い
た
。
長
男
で

同
社
社
長
の
井
上
善
雄
氏
は
「
自

分
自
身
に
対
し
て
、
と
て
も
厳
し

い
人
だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

（　

月　

日
没
、　

歳
）

１０

２９

６８

　
　
弔　

辞

　

株
式
会
社
巴
川
製
紙
所
代
表
取
締
役

会
長
・
故
井
上
貴
雄
様
の
社
葬
に
当
り
、

巴
川
製
紙
所
及
び
関
係
会
社
全
役
員
・
従

業
員
並
び
に
学
校
法
人
城
北
学
園
全
教

職
員
・
生
徒
を
代
表
致
し
ま
し
て
、
謹
ん

で
ご
霊
前
に
惜
別
の
辞
を
捧
げ
ま
す
。

　

井
上
会
長
は
、平
成
十
四
年
十
月
二
十

九
日
早
朝
、心
不
全
の
た
め
六
十
八
歳
を

以
っ
て
、霊
明
境
を
異
に
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

在
り
し
日
の
お
元
気
な
お
姿
を
偲
び
、

私
共
一
同
は
哀
悼
痛
惜
の
念
あ
た
わ
ざ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。ご
遺
族
の
皆
様

方
に
心
か
ら
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

井
上
会
長
は
、巴
川
製
紙
所
創
業
の
初

代
社
長
曽
祖
父
井
上
源
三
郎
翁
、第
二
代

目
社
長
祖
父
井
上
源
之
丞
翁
を
ご
先
祖

に
、第
三
代
目
社
長
篤
様
の
ご
長
男
と
し

て
、
東
京
に
生
を
享
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

慶
應
義
塾
大
学
、米
国
ス
タ
ン
フ
ォ
ー

ド
大
学
を
経
て
、昭
和
三
十
三
年
当
社
に

入
社
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
来
、ご
尊
父
篤
社
長
の
ご
指
導
の
も

と
、経
営
全
般
に
亘
り
研
鑽
を
積
ん
で
来

ら
れ
ま
し
た
が
、篤
社
長
の
ご
逝
去
な
ど

も
あ
り
、
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
、
三
十

七
歳
の
若
さ
で
第
五
代
目
社
長
に
ご
就

任
、平
成
五
年
六
月
以
降
は
代
表
取
締
役

会
長
と
し
て
今
日
ま
で
、実
に
三
十
有
余

念
の
永
き
に
亘
り
、巴
川
グ
ル
ー
プ
の
総

帥
と
し
て
君
臨
さ
れ
ま
し
た
。

　

技
術
革
新
の
進
展
に
伴
い
、当
社
の
主

力
製
品
で
あ
り
ま
し
た
電
気
絶
縁
紙
・
通

信
用
紙
の
需
要
が
大
き
く
減
退
し
、経
営

的
に
も
大
変
に
苦
し
い
時
期
が
続
き
ま

し
た
が
、「
ど
ん
な
に
苦
し
く
て
も
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
に
は
乗
ら
な
い
。自
分
達
の

足
で
、
一
歩
一
歩
階
段
を
歩
い
て
登
る
」

と
言
う
こ
と
を
経
営
の
基
本
と
し
て
陣

頭
指
揮
を
と
ら
れ
、幾
多
の
苦
難
を
克
服

し
つ
つ
事
業
構
造
の
転
換
を
図
り
、今
日

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
さ
れ
た
業

績
は
誠
に
偉
大
で
あ
り
ま
す
。

　

更
に
は
、学
校
法
人
城
北
学
園
理
事
長

と
し
て
、将
来
を
担
う
有
為
な
子
供
達
の

育
成
に
努
め
ら
れ
、わ
が
国
教
育
界
に
も

長
年
ご
貢
献
な
さ
い
ま
し
た
。

　

思
え
ば
井
上
会
長
は
、仕
事
に
関
し
て

は
極
め
て
厳
格
で
あ
ら
れ
、常
に
筋
を
通

す
こ
と
を
強
く
求
め
ら
れ
ま
し
た
。所
謂

カ
リ
ス
マ
的
な
お
人
柄
で
、会
社
に
い
ら

っ
し
ゃ
る
だ
け
で
、私
共
は
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
が
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
方
で
は
情
が
細
や
か
で
、

工
場
ご
巡
察
の
時
な
ど
は
、現
場
の
従
業

員
一
人
一
人
に
笑
顔
で
語
り
賭
け
ら
れ

た
り
、
労
を
ね
ぎ
ら
っ
て
下
さ
る
、
本
当

に
思
い
や
り
の
深
い
お
方
で
し
た
。

　

今
、
私
共
に
と
り
ま
し
て
は
、
正
に

「
巨
星
墜
つ
」
の
心
境
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
本
年
六
月
、
ご
長
男
善
雄
様
が
当
社

第
八
代
目
社
長
に
ご
就
任
さ
れ
、日
々
文

字
通
り
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
ご
活
躍
、立

派
に
そ
の
重
責
を
果
た
し
て
お
ら
れ
ま

す
。

　

こ
の
上
は
、会
長
の
尊
い
ご
遺
志
を
受

け
継
ぎ
、
井
上
善
雄
社
長
の
も
と
、
関
係

会
社
共
々
全
役
員
・
全
従
業
員
心
を
合
わ

せ
て
、社
業
の
発
展
に
渾
身
の
努
力
を
捧

げ
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
長
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
、蕪
辞
な
が
ら
お
別
れ
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。ど
う
か
安
ら
か
に

お
休
み
下
さ
い
。

　

平
成
十
四
年
十
一
月
二
十
六
日

葬
儀
委
員
長

株
式
会
社
巴
川
製
紙
所

取
締
役
副
会
長　
　
　
　

　

薗
口　

穰

　

教
育
の
金
字
塔
を

ベ
ス
ト
の
ベ
ス
ト
の
心
で

井
上　

貴
雄　

　

六
十
周
年
波
乱
の
海
を
漕

ぎ
着
い
て
た
だ
今
こ
こ
に
、

城
北
学
園
の
輝
か
し
い
日
を

迎
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

誠
に
感
慨
深
い
も
の
が
ご
ざ

い
ま
す
。
ご
多
用
中
の
な
か

を
ご
出
席
賜
り
ま
し
た
み
な

さ
ま
も
、
こ
の
気
持
ち
を
共

有
し
て
頂
け
る
こ
と
と
確
信

致
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
昭
和
三
十
七
年
に
、

当
学
園
及
び
理
事
会
に
若
年

の
身
で
参
画
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
当
時
は
校
祖
深

井
鑑
一
郎
先
生
も
、
そ
し
て

又
、
井
上
源
之
丞
翁
も
既
に

亡
く
な
ら
れ
て
お
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
理
事
会
の
体

制
は
深
井
先
生
の
門
弟
の
方

々
及
び
関
係
者
、
縁
故
の
者

で
占
め
ら
れ
て
お
っ
た
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。
今
、
振
り
返

り
ま
す
と
本
当
に
立
派
な
方

て
ゆ
く
、
時
代
が
見
つ
め
て
ゆ

く
、
そ
の
事
を
考
え
る
と
誠
に

粛
然
た
る
思
い
を
持
っ
て
、
こ

の
お
祝
い
の
日
を
迎
え
る
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
、
ま
だ
城
北
学
園

の
煉
瓦
積
み
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
、
こ
れ
か
ら
百
年
の
星

霜
を
経
て
立
派
な
教
育
の
金

字
塔
と
い
う
も
の
が
ひ
と
つ

建
ち
ま
す
よ
う
に
、
ひ
と
つ
、

こ
こ
に
ご
列
席
の
み
な
さ
ま

の
お
力
と
ご
指
導
を
賜
り
た

い
と
思
う
次
第
で
す
。
今
日
は

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
十
三
年
十
月
三
十
一
日

　

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
プ
リ
ン
ス

　

ホ
テ
ル

創
立
六
十
周
年
記
念
式
典
・
祝

賀
会　

理
事
長
ご
挨
拶

　

井
上
前
名
誉
会
長
の
悲
報
を
昨

年
十
月
三
十
日
に
知
ら
さ
れ
、
暫

く
は
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

井
上
前
名
誉
会
長
と
は
、
学
園

理
事
長
に
な
ら
れ
た
昭
和
五
十
六

年
に
評
議
員
会
の
席
で
初
め
て
お

会
い
し
て
以
来
、
小
生
も
同
窓
会

副
会
長
と
云
う
立
場
で
学
校
の
運

営
上
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
世
間

話
も
交
え
て
お
話
す
る
事
が
あ
り

ま
し
た
。
厳
し
さ
が
あ
る
反
面
優

し
さ
が
あ
り
私
た
ち
卒
業
生
に
対

し
て
気
軽
に
対
応
し
て
頂
き
ま
し

た
。
小
生
は
自
分
の
会
社
の
社
長

と
思
う
位
に
親
し
み
を
感
じ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
に
対
す
る
気
配
り
も
な

さ
れ
話
題
も
気
遣
っ
て
、
小
生
の

同
期
生
で
故
人
の
葛
西
泰
雄
君

（
井
上
家
の
菩
提
寺
の
浅
草
・
氷

見
寺
の
住
職
で
駒
沢
大
学
教
授
）

の
事
や
、
業
界
に
つ
い
て
の
現
況

な
ど
を
よ
く
研
究
さ
れ
て
お
ら
れ

話
を
聞
か
さ
せ
て
頂
き
、
私
た
ち

を
元
気
づ
け
て
い
た
事
な
ど
が
想

い
出
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
前
名
誉
会
長
の
残

さ
れ
た
城
北
学
園
を
更
に
発
展
さ

せ
良
き
人
材
を
社
会
に
送
り
出
す

事
が
で
き
る
よ
う
私
た
ち
卒
業
生

も
力
を
つ
く
す
事
が
必
要
で
あ
り

責
務
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

卒
業
生
を
代
表
し
て
心
よ
り
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

井
上
貴
雄
前
名
誉
会
長
を
偲
ん
で

　
　

年
間
の
様
々
な
想
い
が

２２

同
窓
会
長　

杉
崎　

完
夫

憶
の
な
か
に
焼
き
付
い
て
い
る
の

は
私
だ
け
で
は
な
い
筈
で
す
。

　

一
流
の
企
業
人
と
し
て
多
く
人

と
接
し
、
多
く
の
人
か
ら
学
ん
で

こ
ら
れ
た
先
生
ゆ
え
の
静
邃
な
る

言
葉
と
受
け
と
め
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
い
ま
そ
の
お
人
柄
が

随
所
に
伺
え
る
学
舎
に
在
っ
て
充

実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

先
生
が
求
め
ら
れ
た
人
と
し
て

の
あ
り
よ
う
に
一
歩
で
も
近
づ
く

こ
と
を
心
掛
け
、
学
園
の
さ
ら
な

る
発
展
に
努
め
ね
ば
な
ら
な
い
と

改
め
て
感
ず
る
所
で
す
。

　

竝
に
先
生
の
長
年
に
わ
た
る
ご

苦
労
に
感
謝
し
つ
つ
、
先
生
の
永

遠
な
る
ご
冥
福
を
祈
る
も
の
で

す
。

　

学
園
の
随
所
に
う
か
が
え
る

　
　
　
　
　

そ
の
お
人
柄
と
お
言
葉

学
校
長　

加
藤　

健
治

　

去
る
十
月
二
十
九
日
、
本
学
園

理
事
長
井
上
貴
雄
先
生
が
心
不
全

の
た
め
六
十
八
歳
で
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。

　

先
生
は
創
立
者
の
ひ
と
り
で
あ

る
井
上
源
之
丞
先
生
の
お
孫
さ
ん

に
当
た
ら
れ
、
昭
和
三
十
七
年
よ

り
学
園
理
事
に
就
い
て
以
来
四
十

年
間
、
歴
代
の
校
長
を
支
え
学
園

運
営
に
携
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
六
年
三
月
理
事
長
に

就
任
す
る
と
間
も
な
く
新
校
舎
建

設
を
決
意
さ
れ
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
提
示
か
ら
六
年
の
歳
月
を
か
け

現
校
舎
を
成
し
ま
し
た
。

　

巴
川
製
紙
所
社
長
と
い
う
お
忙

し
い
お
体
ゆ
え
、
足
し
げ
く
学
園

を
訪
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
入
学
式
、
卒
業
式
な
ど

の
節
目
節
目
に
は
清
廉
温
厚
な
お

人
柄
そ
の
ま
ま
の
お
言
葉
を
生
徒

や
私
た
ち
教
職
員
に
贈
っ
て
戴
き

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
語
ら
れ
た
共
通
の
こ
と

は
、
私
た
ち
は
人
と
し
て
ど
う
あ

ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
問
で

あ
り
ま
し
た
。
あ
る
年
の
卒
業
式

の
祝
辞
の
一
節
に
、
こ
ん
な
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
大
学
に
合
格
し
て
き
ょ
う
を

迎
え
ら
れ
た
諸
君
は
二
重
の
喜
び

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
こ
の

中
に
は
、
今
回
は
成
功
し
な
か
っ

た
、
望
む
学
校
に
進
め
な
か
っ
た

人
も
居
る
訳
で
す
ね
。
そ
の
こ
と

を
チ
ラ
ッ
と
頭
の
隅
に
お
い
て
喜

ぶ
心
遣
い
が
で
き
る
こ
と
、
そ
れ

が
人
間
ら
し
さ
と
い
う
も
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

こ
の
言
葉
が
い
ま
も
鮮
明
に
記

　
　

青
山
葬
儀
所
で
葬
儀

　

十
一
月
二
十
六
日
青
山
葬
儀
所
に
お
い
て
葬

儀
・
告
別
式
が
株
式
会
社
巴
川
製
紙
所
の
社
葬
と

し
て
執
り
行
わ
れ
、
加
藤
健
治
学
校
長
、
帖
佐
正

雄
教
頭
は
じ
め
教
職
員
、
杉
崎
完
夫
同
窓
会
長
、

泉
川
家
久
前
同
窓
会
長
ほ
か
役
員
、三
原
清
司
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
ほ
か
役
員
、全
校
四
十
五
ク
ラ
ス
の
生

徒
代
表
四
十
五
名
が
参
列
い
た
し
ま
し
た
。 

　
　

井
上
貴
雄
理
事
長
の
略
歴

一
九
三
四
年
七
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
に
生
れ
る
。

一
九
五
〇
年
三
月　

都
立
日
比
谷
高
校
卒
業
。

一
九
五
八
年
三
月　

慶
応
義
塾
大
学
経
済
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　

卒
業
。

一
九
五
八
年
四
月　

株
式
会
社
巴
川
製
紙
所

　
　
　
　
　
　
　
　

入
社
。

一
九
六
一
年　
　
　

同
社
取
締
役
に
就
任
。

一
九
七
一
年　
　
　

同
社
代
表
取
締
役
に
就
任
。

一
九
九
三
年　
　
　

同
社
代
表
取
締
役
会
長
に

　
　
　
　
　
　
　
　

就
任
、

　
　
　
　
　
　
　
　

今
日
に
至
る
。

―
―
―
―
―　

�　

―
―
―
―
―

一
九
六
二
年　
　
　

城
北
学
園
理
事
。

一
九
八
一
年　
　
　

城
北
学
園
理
事
長
、
今
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　

至
る
。

経
済
界
に
あ
っ
て
は
、
経
済
団
体
連
合

会
の
評
議
委
員
、
経
済
同
友
会
幹
事
と

し
て
活
躍
さ
れ
る
。

　
製
紙
会
社
の
多
角
化
推
進

　
　
　
　

井
上
貴
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
〔
巴
川
製
紙
所
会
長
〕

日
本
経
済
新
聞
・　

月　

日
夕
刊
の
「
追
想
録
」

１１

１５

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た

　

城
北
学
園
同
窓
会
名
誉
会
長
の
井
上
貴
雄
理
事
長
が
昨
年
十
月
二
十
九
日
に
心
不
全
で
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
井
上
理
事
長
は
、
井
上
源
之
丞
初
代
理
事
長
の
お
孫
さ
ん
に
あ
た
ら
れ
、
昭
和
三
十
七
年
に
学
園
理

事
、
昭
和
五
十
六
年
に
理
事
長
に
就
任
さ
れ
、
四
十
年
に
わ
た
り
学
園
の
運
営
に
た
ず
さ
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

々
の
お
集
ま
り
で
、
そ
の
理
事
会

そ
の
も
の
が
、
若
い
者
に
と
り
ま

し
て
は
、
身
の
締
ま
る
思
い
で
過

ご
す
場
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
、
幽
明
境
を
異
に
し
て
、
私

が
唯
一
の
そ
の
こ
ろ
の
生
き
残
り

で
あ
り
ま
す
。
今
、
果
た
し
て
天

国
で
こ
の
現
在
の
学
園
の
姿
を
深

井
先
生
は
じ
め
み
な
さ
ん
が
、
ど

う
い
う
ふ
う
に
眺
め
て
お
ら
れ
る

か
と
、
考
え
て
お
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

し
か
し
私
は
こ
こ
に
声
を
大
に

し
て
申
し
上
げ
た
い
の
は
、
先
生

方
の
生
徒
へ
の
指
導
が
実
っ
て
参

り
ま
し
て
、
最
近
は
進
学
成
績
も

格
段
と
向
上
し
、
こ
れ
も
偏
に
先

生
方
の
親
身
な
、
そ
し
て
惜
し
ま

ぬ
ご
努
力
の
結
果
で
あ
る
と
敬
意

と
感
謝
を
捧
げ
る
も
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

教
育
と
申
し
ま
す
の
は
な
か
な

か
難
し
い
も
の
の
よ
う
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
私
は
実
は
、
い
つ
も
こ

う
い
う
時
に
は
か
つ
て
の
大
英
帝

国
の
首
相
で
あ
っ
た
ウ
イ
ン
ス
ト

ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル
の
姿
を
思
い
浮

か
べ
る
。
あ
の
多
趣
味
な
方
が
別

邸
で
何
を
し
て
い
た
か
、
絵
を
描

く
傍
ら
片
手
に
煉
瓦
、
片
手
に
パ

テ
を
持
っ
て
煉
瓦
の
石
積
を
や
っ

て
い
た
。
ひ
と
つ
、
ひ
と
つ
心
を

込
め
て
積
み
上
げ
て
、
何
の
面
白

く
も
無
い
趣
味
の
よ
う
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
じ
つ
は
こ
れ
が
面
白
い

ん
だ
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
心
を

込
め
て
丹
念
に
や
ら
な
い
と
、壁
が

上
に
あ
が
っ
て
い
く
に
し
た
が
っ
て
、

よ
じ
れ
曲
が
り
、
し
ま
い
に
は
倒

壊
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
の
所
に
積

み
上
げ
る
楽
し
み
が
あ
り
、
喜
び

が
あ
る
。

　

私
共
は
、
城
北
学
園
に
対
し
て

つ
た
な
い
身
の
中
で
ベ
ス
ト
の
、

ベ
ス
ト
の
心
を
、
こ
こ
に
捧
げ
た

い
と
思
っ
て
お
る
事
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
そ
の
煉
瓦
積
み
の
心
、
そ

の
背
中
を
若
い
子
供
達
が
見
つ
め
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平
成
十
四
年
十
一
月
に
各
地
区
の
代

表
決
定
戦
が
行
な
わ
れ
た
。（
東
京
都
を

八
つ
の
地
区
に
振
り
分
け
、
そ
の
地
区

か
ら
代
表
を
二
校
選
出
）

　

そ
の
結
果
は

　

一
回
戦　

城
北
三
―
〇
海
城
高
校

　

二
回
戦
か
ら
は
二
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
リ
ー
グ
戦
を
行
い
、
各
ブ
ロ
ッ
ク

の
一
位
、
二
位
を
決
め
る

　

リ
ー
グ
戦
（
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
）

　

�
城
北
三
―
一
志
村
高
校

　

�
城
北
十
―
〇
広
尾
高
校

　

�
城
北
〇
―
二
成
立
高
校

　

こ
の
結
果
城
北
は
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
二
位

と
な
り
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
一
位
の
大
東
文
化

第
一
高
校
と
戦
い
そ
の
結
果

城
北
五
―
二
大
東
文
化
第
一
高
校

と
な
り
都
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
。
Ａ
、

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
の
優
勝
者
と
一
位
決
定
戦

を
行
っ
た
。

　
　

城
北
三
―
〇
青
山
学
院

　

右
記
の
結
果
に
よ
り
城
北
は
第
一
で

予
選
通
過
。

　

都
大
会
は
出
場
三
十
二
チ
ー
ム
で
行

な
わ
れ
る
。
都
大
会
結
果

　

一
回
戦　

城
北
三
―
一
駿
台
学
園

　

二
回
戦　

城
北
二
―
〇
東
亜
学
園

　

三
回
戦　

城
北
〇
―
〇
国
士
舘
高
校

　
　
　
　
　

延
長
〇
―
二

　

惜
し
く
も
ベ
ス
ト
八
ど
ま
り
で
あ
っ

た
。
負
け
た
国
士
舘
大
学
高
校
は
優
勝

し
ま
し
た
。

　

右
の
結
果
で
関
東
大
会
東
京
予
選
の

出
場
権
を
得
て
四
月
十
三
日
よ
り
行
な

わ
れ
る
関
東
大
会
東
京
予
選
に
参
加
致

し
ま
し
た
。

　

城
北
高
校
も
進
学
校
と
し
て
の
成
果

を
年
々
あ
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
す
る
生
徒

も
少
な
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

城
北
の
良
き
伝
統
を
守
り
、
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
機
会
が
あ
り

ま
し
た
ら
応
援
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

最
近
の
戦
績

私
学
大
会　

中
学　

平
成　

年
度
よ
り
４
年
連
続
優
勝

１１

高
校　

平
成　

年
度　

第
４
位　

１２

　
　
　

平
成　

年
度　

第
３
位

１４

中
学
都
大
会　

平
成
９
年
度　

準
優
勝

　
　
　
　
　
　

平
成　

年
度　

第
３
位

１０

　
　
　
　
　
　

平
成　

年
度　

第
３
位

１２

高
校
都
大
会　

平
成　

年
度　

関
東
大
会
予
選
第

１１

４
位　

関
東
大
会
初
出
場

平
成　

年
度　

関
東
大
会
予
選
第

１２

４
位　

関
東
大
会
出
場

平
成　

年
度　

秋
季
新
人
戦
準
優

１３

勝　

選
抜
大
会
関
東
予
選
出
場

平
成　

年
度　

関
東
大
会
予
選
第

１４

４
位　

関
東
大
会
出
場

平
成　

年
度　

秋
季
新
人
戦
準
優

１４

勝　

選
抜
大
会
関
東
予
選
出
場

（
１
回
戦
栃
木
２
位
の
小
山
南
に

勝
ち
、
関
東
初
優
勝
）

　

昭
和
六
十
二
年
に
城
北
に
来
て
、
す

ぐ
に
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
同
好
会
の
顧
問
と

な
り
ま
し
た
。
当
時
は
、
夏
目
先
生
と

許
（
岩
村
）
先
生
が
指
導
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
放
課
後
に
は
な
か
な
か
生
徒
が

集
ま
ら
ず
、
苦
労
を
し
ま
し
た
。
そ
の

後
も
東
京
都
で
b
e
s
t
８ 
に
入
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
部
員
は
集

ま
ら
ず
、
７
人
し
か
い
な
い
と
き
も
あ

り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
中
学
６
ク
ラ
ス
化
で
、

ク
ラ
ブ
の
増
設
が
あ
り
、
中
学
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
が
設
立
で
き
た
た
め
に
、
状

況
が
一
変
し
ま
し
た
。
毎
年
十
人
を
超

え
る
中
学
生
が
入
部
し
、
六
年
間
一
貫

し
た
技
術
の
指
導
（
６
年
間
続
け
る
生

徒
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
）
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
中
学
の
第
一
期
生

が
高
校
二
年
生
に
な
っ
た
と
き
始
め
て

関
東
大
会
に
出
場
し
、
そ
の
後
順
調
に

来
て
い
ま
す
。
本
校
の
文
武
両
道
（
例

え
ば
、
平
成
十
二
年
度
卒
業
生
八
名
中
、

東
大
二
名
、
一
橋
一
名
、
慶
應
一
名
、

早
稲
田
一
名
、立
命
館
一
名
、筑
波（
医
）

一
名（
す
べ
て
現
役
合
格
））の
も
と
に
、

今
後
も
全
国
大
会
出
場
を
目
標
に
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
四
年
五
月
十
一
日
東
京

ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、
恩

師
島
田
欣
一
先
生
を
お
迎
え
し
て

第
一
回
桜
友
会
総
会
を
開
催
致
し

ま
し
た
。

　

新
制
五
期
卒
業
生
総
勢
一
二
〇

名
（
内
死
亡
十
六
名
・
消
息
不
明

三
〇
名
）、総
会
開
催
案
内
を
七
十

四
名
に
送
付
、
左
の
写
真
に
あ
る

よ
う
に
三
十
七
名
が
出
席
し
て
総

会
は
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
次
第
で

す
。

　

尚
、
当
日
所
用
又
は
闘
病
中
の

た
め
余
儀
な
く
欠
席
し
た
も
の
十

六
名
（
次
回
は
出
席
？
）
残
念
な

が
ら
出
欠
無
回
答
者
二
十
一
名
を

数
え
ま
し
た
。
次
回
か
ら
出
欠
の

返
事
は
必
ず
下
さ
い
。

　

こ
の
写
真
は
桐
本
建
一
氏
の
提

供
で
す
。
出
席
の
皆
さ
ん
に
は
同

封
し
ま
し
た
。
桐
本
氏
に
感
謝
。

　

出
席
の
皆
さ
ん
！
半
世
紀
ぶ
り

の
再
会
は
如
何
が
で
し
た
で
し
ょ

う
か
？

　

外
見
（
容
姿
）
は
変
わ
っ
て
い

て
も
中
（
心
情
）
は
昔
と
同
じ
、

快
い
友
情
に
あ
ふ
れ
て
お
り
ま
し

た
。
出
席
の
皆
さ
ん
は
ビ
ッ
ク
リ

す
る
ほ
ど
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
て

お
り
、
ま
だ
ま
だ
若
い
者
に
は
ひ

け
を
取
ら
ぬ
と
ば
か
り
、
各
方
面

で
活
躍
し
て
い
る
と
の
事
、
安
心

致
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
司
会
・
徳
島
、
開
会
の

辞
・
道
正
で
幕
を
開
け
、
本
来
な

ら
、
島
田
先
生
と
並
ん
で
ご
出
席

下
さ
る
筈
だ
っ
た
、
石
橋
秀
雄
先

生
の
ご
冥
福
を
祈
る
事
よ
り
始
ま

り
、
同
時
に
同
期
生
の
物
故
者
の

冥
福
に
１
分
間
の
黙
祷
を
捧
げ
、

こ
れ
よ
り
い
よ
い
よ
桜
友
会
の
幕

開
け
で
す
。

　

我
が
恩
師
、
島
田
欣
一
先
生
の

何
時
も
の
元
気
よ
い
大
き
な
声
で

の
ご
挨
拶
は
、
や
は
り
感
動
の
一

瞬
で
し
た
。
先
生
の
話
の
中
で
の

石
橋
先
生
の
奥
様
よ
り
の
ご
伝
言

を
聞
い
た
と
き
は
、
悔
し
涙
を
禁

じ
得
な
か
っ
た
の
は
小
生
ば
か
り

で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

漢
文
の
授
業
を
思
い
起
こ
し
て

下
さ
い
。
こ
ん
な
論
語
を
習
い
ま

し
た
ね
。
し
か
し
之
が
今
役
に
立

つ
と
は
？
問
題
は
「
朋
あ
り
遠
方

よ
り
来
る
、
亦
楽
し
か
ら
ず
や
」

で
す
。
遠
く
か
ら
来
て
く
だ
さ
っ

た
人
、
本
当
に
有
難
う
御
座
い
ま

す
。
近
く
の
人
よ
り
沢
山
の
費
用

を
掛
け
さ
せ
て
申
し
訳
な
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。
旅
費
分
は
別
の
事

で
埋
め
合
わ
せ
さ
せ
て
頂
き
ま
す

の
で
、今
回
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
な
形
で
桜
友
会
総
会

を
開
催
で
き
た
事
は
、
出
席
の
皆

さ
ん
を
始
め
、
こ
の
会
の
開
催
に

あ
た
り
大
変
な
ご
協
力
を
頂
い
た

子
曰

学
而
時
習
之
不
亦
説
乎

有
朋
自
遠
方
来
不
亦
楽
乎

人
不
知
而
不
慍
不
亦
君
子
乎

「
子
曰
く

学
び
て
時
に
之
を
習
う
、

亦
説
ば
し
か
ら
ず
や

朋
あ
り
遠
方
よ
り
来
る
、

亦
楽
し
か
ら
ず
や

人
知
ら
ず
、
而
し
て
慍
ら
ず
、

亦
君
子
な
ら
ず
や
」

　

我
が
Ｂ
組
一
同
、
振
り
返
っ
て

み
ま
す
と
卒
業
後
四
六
年
が
経
過

し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
六
十
代
半
ば
と

な
り
、
世
間
で
言
う
高
齢
者
の
入

り
口
に
差
し
か
か
っ
て
来
ま
し

た
。
卒
業
以
来
、
三
郎
先
生
を
生

涯
の
師
と
仰
ぎ
、
御
指
導
を
頂
き

な
が
ら
今
日
に
至
り
こ
こ
十
数
年

間
は
幹
事
十
余
名
が
毎
年
南
箱
根

の
御
自
宅
に
伺
っ
て
い
る
次
第
で

す
。
今
迄
は
五
年
間
隔
で
三
郎
会

（
会
の
名
は
先
生
の
名
か
ら
）
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。平
成
三
年
、

平
成
八
年（
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
六
〇
、

五
八
階
、出
席
者
は
各
二
十
三
名
）

今
回
は
三
郎
先
生
が
人
生
の
節
目

の
傘
寿
を
迎
え
ら
れ
た
祝
の
会
で

も
あ
り
全
員
で
住
所
不
明
者
を
捜

し
（
電
話
局
、
電
話
帳
、
本
籍
役

所
、
新
聞
掲
載
、
元
住
所
訪
問
等

々
、広
瀬
事
務
長
に
も
協
力
頂
き
）

結
果
、
不
明
者
四
名
を
捜
し
出
し

平
成
十
三
年
四
月
二
十
一
日
か
ん

ぽ
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ザ
東
京
で
三
郎
会

開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
今

回
の
出
席
者
は
先
生
と
生
徒
三
十

名
、
欠
席
者
十
一
名
、
不
明
六
名
、

死
亡
四
名
と
な
り
十
数
年
ぶ
り
、

卒
業
以
来
、
等
々
の
出
会
い
あ
り

実
に
感
動
の
集
い
で
し
た
。近
年
、

幹
事
十
余
名
は
毎
月
池
袋
で
定
例

会
を
開
催
し
て
今
後
よ
り
一
層
充

実
し
た
三
郎
会
を
と
打
ち
合
わ
せ

に
努
め
て
お
り
ま
す
が
不
明
者
六

名
を
捜
し
て
お
り
ま
す
。不
明
者
、

小
林
信
雄
、
須
田
三
男
、
高
橋
偉

郎
、
永
倉
照
也
、
千
村
恒
人
、
渡

辺
実
。
も
し
本
人
、
又
は
心
当
た

り
の
方
は
、
幹
事
石
橋
迄
御
一
報

頂
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

三
郎
会
幹
事
、
石
橋
（
三
三
九
九

―
八
四
〇
九
）

関
東
大
会
東
京
予
選
に
出
場

サ
ッ
カ
ー
部
新
人
戦
記
録

顧
問　

嶋
野
春
男

全
国
大
会
出
場
を
目
標
に

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

顧
問　

三
浦
登
志
雄

　

期
三
Ａ
ク
ラ
ス
会

１３

磯
部　

徳
彦

（　

回
生
・
昭
和　

年
度
）

１３

３５

江
口
旻
先
生
の

　
　

年
目
の
授
業

４３

石
渡　

達
彦

（
中
学　

回
・
高
校　

回
生
・
昭
和　

年
度
）

１２

１４

３６

幹
事
の
皆
さ
ん
の
お

陰
で
す
。
誠
に
有
難
う

御
座
い
ま
し
た
。

　

第
二
回
桜
友
会
の

総
会
は
昨
年
十
一
月

十
七
日
、
池
袋
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
で

開
き
、
出
席
者
は
二
十

五
名
。

　

今
年
も
同
ホ
テ
ル

で
十
一
月
十
六
日
に

開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

同
期
会
の
開
催
に

あ
わ
せ
て
、
桜
友
会
会

報
を
発
行
、
現
在
五
号

に
な
っ
て
い
ま
す
。

当
時
の
城
北
高
校
の
先
生
方

紅
白
試
合
と
祝
賀
会

剣
道
部
創
部
五
十
周
年
記
念
行
事

　

剣
道
部
が
創
部
五
十
周
年
を
迎
え
、

平
成
十
四
年
十
二
月
一
日
に
Ｏ
Ｂ
会
主

催
に
よ
り
記
念
行
事
（
第
一
部
・
第
二

部
）
が
行
わ
れ
た
。
第
一
部
は
本
校
剣

道
場
に
お
い
て
、
前
剣
道
部
顧
問
で
あ

る
丸
山
鐵
男
先
生
、
現
顧
問
で
あ
る
門

野
政
人
先
生
の
見
守
る
中
、
Ｏ
Ｂ
・
現

役
の
混
成
チ
ー
ム
に
よ
る
白
熱
し
た
紅

白
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
ま
た
同
日

夕
刻
よ
り
、
第
二
部
に
入
り
、
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
（
東
京
池
袋
）
に
お

い
て
、
記
念
式
典
お
よ
び
祝
賀
会
が
行

わ
れ
た
。
式
典
で
は
、
丸
山
先
生
に
よ

る
記
念
講
演
が
あ
り
、
自
ら
の
剣
道
人

生
を
振
り
返
り
つ
つ
、
教
え
子
た
ち
へ

向
け
た
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ

た
。
祝
賀
会
に
は
、
本
校
よ
り
加
藤
校

長
、
帖
佐
教
頭
を
は
じ
め
体
育
課
の
諸

先
生
、
そ
し
て
高
体
連
、
剣
道
界
か
ら

も
多
数
の
来
賓
を
お
迎
え
し
、
参
加
者

は
Ｏ
Ｂ
会
員
と
あ
わ
せ
約
二
〇
〇
名
と

な
り
盛
会
の
う
ち
に
開
催
さ
れ
た
。
同

日
、
五
十
周
年
記
念
誌
を
発
刊
、
多
数

の
諸
先
生
、
Ｏ
Ｂ
、
現
役
よ
り
寄
稿
い

た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
昨
年
十
一
月
に
は
、
こ
の
記

念
行
事
に
華
を
添
え
る
か
の
よ
う
に
、

Ｏ
Ｂ
会
長
で
あ
る
千
葉
胤
道
氏
が
、
合

格
率
わ
ず
か
一
％
と
い
う
難
関
を
突
破

し
、
城
北
剣
道
部
初
の
剣
道
八
段
に
昇

段
し
た
。

　

城
北
剣
道
部
Ｏ
Ｂ
会
役
員
は
次
の
と

お
り

顧　
　

問　

丸
山　

鐵
男

相　
談　
役　

中
村　

誠
司
（
昭　

卒
）

３２

　
　
　
　
　

二
木　

謙
一
（
昭　

卒
）

３３

　
　
　
　
　

土
田　

親
美
（
昭　

卒
）

３５

会　
　

長　

千
葉　

胤
道
（
昭　

卒
）

３８

副　
会　
長　

宮
澤　

美
一
（
昭　

卒
）

３９

　
　
　
　
　

高
津　

義
明
（
昭　

卒
）

４０

幹　
事　
長　

小
沢
潤
一
郎
（
昭　

卒
）

４３

副
幹
事
長　

伏
見　

浩
一
（
昭　

卒
）

５１

　
　
　
　
　

吉
田　

隆
史
（
昭　

卒
）

５８

事
務
局
長　

草
川　

正
基
（
昭　

卒
）

５９

会　
　

計　

藤
井　
　

正
（
昭　

卒
）

６１

会
計
監
査　

丸
山　
　

薫
（
昭　

卒
）

４１

　

数
年
前
よ
り
こ
の
ク
ラ
ス
会
は

開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
担
任
の

酒
井
政
義
先
生
を
囲
み
二
十
名
前

後
が
集
っ
て
い
る
。
一
昨
年
も
会

場
は
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
牧

野
氏
が
重
役
を
務
め
る
平
河
町

「
マ
ツ
ヤ
サ
ロ
ン
」
に
て
行
な
わ

れ
、
話
題
は
、
株
式
、
停
年
、
リ

ス
ト
ラ
、
年
金
、
健
康
等
に
花
が

咲
い
た
。

　

高
校
三
年
時
の
一
年
間
、
一
緒

に
過
ご
し
た
こ
と
は
、
今
更
に
、

こ
ん
な
に
親
し
い
人
間
関
係
だ
っ

た
と
い
う
感
が
強
い
。

　

帰
り
に
、
一
新
さ
れ
た
学
園
の

校
舎
を
見
な
が
ら
、
グ
ラ
ン
ド
に

降
り
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
て
懐
か
し

く
思
い
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
ド
だ
け

は
昔
の
ま
ま
で
、
な
ぜ
か
ホ
ッ
ト

し
た
気
分
で
学
園
を
後
に
し
ま
し

た
。

　

江
口
旻
先
生
、
思
い
出
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
当
に
一
生

の
思
い
出
に
な
る
一
日
で
し
た
。

　

私
た
ち
中
学
十
二
回
生
（
昭
和

三
十
三
年
四
月
入
学
）
は
一
ク
ラ

ス
だ
っ
た
の
で
、
中
学
三
年
間
同

じ
ク
ラ
ス
で
学
び
ま
し
た
。
ク
ラ

ス
会
を
二
〜
三
年
お
き
に
開
い
て

い
ま
す
。
一
年
の
時
の
担
任
が
江

口
先
生
で
し
た
。
ち
み
な
に
二
、

三
年
の
担
任
は
、
亡
く
な
ら
れ
た

小
高
�
次
先
生
で
し
た
。

江
口
旻
先
生

　

昭
和
二
十
八
年
〜
四
十
九
年
ま

で
、
城
北
学
園
社
会
科
教
諭
（
地

理
）。

　

昭
和
四
十
九
年
か
ら
平
成
十
二

年
ま
で
亜
細
亜
大
学
教
授
。
現
在

は
亜
細
亜
大
学
研
究
所
嘱
託
研
究

員
、
旭
川
大
学
、
松
蔭
女
子
大
学

で
非
常
勤
講
師
と
し
て
教
鞭
を
と

ら
れ
て
い
ま
す
。

同
期
会
・
桜
友
会

今
年
は　

月
に
開
催

１１

横
山　

萬
司

（
５
回
生
・
昭
和　

年
度
）

２７

七
回
生
B
組
ク
ラ
ス
会
・
三
郎
会

皆
川
三
郎
先
生
を
囲
ん
で

石
橋　

武
典

（
７
回
生
・
昭
和　

年
度
）

２９

　

平
成
十
三
年
七
月
に
、
恩
師
江

口
旻
先
生
を
囲
ん
で
、
城
北
中
学

の
ク
ラ
ス
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

そ
の
席
上
で
、
だ
れ
か
れ
と
も

な
く
、
も
う
一
度
、
江
口
旻
先
生

の
授
業
を
受
け
た
い
と
の
声
が
上

が
り
、
平
成
十
四
年
六
月
二
十
三

日
（
土
）
に
懐
か
し
の
城
北
学
園

の
教
室
を
お
借
り
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

六
十
六
名
の
卒
業
生
中
、
二
十

二
名
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
江
口
先
生
の
授
業
を
受
け
る

の
は
、
な
ん
と
四
十
三
年
振
り
、

教
室
に
集
ま
る
と
当
時
の
ま
ま
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
、
緊
張
し
た
表

情
で
ど
こ
か
懐
か
し
く
、
司
会
の

も
と
自
然
に
授
業
に
は
い
り
ま
し

た
。

　

テ
ー
マ
は
「
地
域
と
気
質
」、
そ

の
地
域
に
よ
っ
て
性
格
が
つ
く
ら

れ
て
い
る
こ
と
、
利
点
も
あ
り
欠

点
に
も
な
っ
て
い
る
な
ど
…
…
、

普
段
は
な
ご
や
か
で
優
し
い
話
し

方
を
さ
れ
ま
す
が
、
い
ざ
教
壇
に

立
た
れ
ま
す
と
、
お
姿
や
口
調
は

昔
の
ま
ま
で
迫
力
と
説
得
力
が
あ

り
、
も
の
す
ご
い
集
中
力
の
あ
る

講
義
で
、
背
筋
が
ゾ
ク
ゾ
ク
す
る

思
い
で
し
た
。

　

授
業
後
、
会
議
室
に
移
り
懇
親

会
を
行
い
、
各
自
の
近
況
報
告
や

昔
話
に
花
を
咲
か
せ
、
し
ば
ら
く

の
間
、
童
心
に
返
り
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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飛
び
級
制
度
に
よ
り
千
葉
大
学
合
格

理
学
部
先
進
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

（
平
成　

年
度
合
格
）

１３

　
「
病
熱
の
ス
ス
メ
」

福
田　

淳

※
住
所
変
更
等
に
つ
い
て

　

住
所
不
明
の
会
員
が
増
え
て
き

て
ま
す
。
卒
業
後
、
大
学
進
学
・

就
職
・
結
婚
・
転
勤
な
ど
に
よ
る

住
所
変
更
が
多
い
よ
う
で
す
。
事

務
局
で
は
、
五
年
ご
と
に
同
窓
会

名
簿
を
作
成
し
な
が
ら
、
そ
の
つ

ど
、
不
明
会
員
の
追
跡
調
査
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
な
か

な
か
連
絡
が
つ
か
な
い
の
が
現
状

で
す
。
そ
こ
で
、
同
窓
会
名
簿
に

住
所
変
更
や
記
載
も
れ
・
ミ
ス
等

の
訂
正
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
事

務
局
ま
で
、
そ
の
旨
、
ご
一
報
い

た
だ
け
た
ら
と
存
じ
ま
す
。

※
同
窓
会
投
稿
に
つ
い
て

　

同
窓
会
報
は
卒
業
生
諸
兄
の
会

報
で
す
。
年
一
回
の
発
行
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
会
・
サ
ー

ク
ル
・
親
睦
会
の
連
絡
・
報
告
な

ど
に
、
大
い
に
紙
面
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

〒
一
七
四
―
八
七
一
一

板
橋
区
東
新
町
二
―
二
八
―
一

城
北
学
園
同
窓
会　

廣
瀬
正
徳
宛

電
〇
三
（
三
九
五
六
）
三
一
五
七

Ｆ
ａ
ｘ
（
三
九
五
六
）
九
七
七
九

※
同
窓
会
名
簿
に
つ
い
て

　

同
窓
会
名
簿
編
集
の
際
の
調
査

に
関
し
て
は
共
立
速
記
印
刷（
株
）

に
委
託
し
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
か
ら
の
お
願
い

大
学
入
試
結
果

東
京
大
学
、
現
役
で
二
〇
名
を
突
破
！

　

今
年
は
現
役
生
が
大
い
に
健
闘
し
て
く
れ
ま
し
た
。
東
京
大
学
に
現
役
で
二
一
名
が
合
格
、初
め
て
二
〇
名
を
突
破
し
ま

し
た
。
昨
年
ま
で
三
年
連
続
で
現
浪
合
わ
せ
て
二
〇
名
台
を
キ
ー
プ
し
て
き
ま
し
た
が
、こ
れ
で
さ
ら
に
新
た
な
段
階
に
入

っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
公
立
大
医
学
部
に
つ
い
て
も
現
役
生
が
こ
れ
ま
で
に
な
い
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
成
果
を
収
め
て
く
れ
ま
し
た
。

◎国公立大学
平　成　１５　年年

理文系
浪現浪現計大 学 名
２１３北 海 道
２２１５東 北

２１３筑 波
１４１６埼 玉
３９２２１６千 葉
１１３１８２３東 京

１１東京外国語
６９１５東 京 工 業

３７１０一 橋
２５７電 気 通 信
３６９東 京 農 工

１１東 京 学 芸
２４３９横 浜 国 立
１１２神 戸

京 都
１１大 阪

４２２８東 京 都 立
１５１１２２３０その他国公立
３９６９１３２８１４９合 計

◎私立大学
平　成　１５　年年

理文系
浪現浪現計大 学 名
７６３３１９青 山 学 院
１１１１７２０学 習 院
２０２８１６３６１００慶 應 義 塾

３３国際基督教
１３１２２５芝 浦 工 業
７１２３１３３５上 智
１２１７１５１７６１中 央
３７５７１９５東 京 理 科
１１１５１７３４６日 本
６１０１０３２９法 政
１０１０３３１４６７明 治
８５１２７３２立 教
２４３４２７３６１２１早 稲 田
７５４８３５１９１７７その他私立
２３１２５５１８２１６２８３０合 計

＊４／２５現在

合
否
の
分
岐
点東

京
大
学
理
�　

角

村

佳

吾

　

美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
た
、
郊

外
の
住
宅
地
に
住
む
春
原
家
の
緑

ち
ゃ
ん
は
猫
語
が
わ
か
る
。
あ
る

日
、
飼
い
猫
の
チ
ビ
ワ
ン
か
ら
、

猫
さ
ら
い
が
出
没
し
て
い
る
と
知

ら
さ
れ
、
仲
の
良
い
友
だ
ち
三
人

に
、飼
い
犬
の
紀
州
犬
と
シ
ェ
パ
ー
ド

が
加
わ
っ
た
探
偵
団
を
結
成
す
る
。

　

一
方
、
新
し
い
町
が
開
発
さ
れ

る
前
に
、
山
林
に
生
息
し
て
、
人

　

第
二
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

旧
二
回
か
ら
新
十
回
生
を
対
象
に　

　

平
成
十
四
年
度
の
定
時
総
会
が

昨
年
六
月
一
日
（
土
）
午
後
三
時

か
ら
学
園
講
堂
で
開
か
れ
ま
し

た
。
出
席
者
一
三
〇
名
。

　

佐
藤
幹
事
長
の
司
会
で
杉
崎
会

長
、
加
藤
名
誉
会
長
（
学
校
長
）

の
挨
拶
、
来
賓
の
三
原
清
司
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
、
帖
佐
新
教
頭
の
紹
介
に

続
い
て
議
事
に
入
り
、
議
案
・
報

告
六
件
が
承
認
可
決
さ
れ
ま
し

た
。役

員
人
事
に
つ
い
て

　

会
長
ほ
か
役
員
の
任
期
満
了
に

と
も
な
う
役
員
人
事
に
つ
い
て

は
、
会
長
の
留
任
が
全
会
一
致
で

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
副
会
長
、
正
副
幹
事
長
ほ

か
役
員
に
つ
い
て
も
、
監
事
を
除

き
全
員
留
任
の
報
告
が
あ
り
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

会　
　

長　

杉
崎　

完
夫　

旧
２

名
誉
会
長　

井
上　

貴
雄

（
学
園
理
事
長
）

名
誉
会
長　

加
藤　

健
治（学

校
長
）

副　
会　
長　

本
庄　

昭
三　

旧
２

　
　
〃　　
　

平
石　

正
美　

旧
４

　
　
〃　　
　

森
田　

英
直　

新
６

　
　
〃　　
　

吉
田　

正
美　

新
８

幹　
事　
長　

佐
藤　

武
久　

新
９

副
幹
事
長　

夏
目　

暢
之　

新　
１４

　
　
〃　　
　

渡
辺　
　

修　

新　
１６

事　
務　
長　

廣
瀬　

正
徳　

職
員

編　
集　
長　

馬
場　

知
徳　

新　
２３

監　
　

事　

稲
垣　

靖
男　

旧
３

〃（
新
任
）　

小
野
澤
知
治　

新
４

特
別
顧
問　

泉
川　

家
久　

旧
１

　
「
こ
り
ゃ
、
だ
め
だ
。」
東
大
前
期
試

験
一
日
目
に
し
て
僕
は
不
合
格
を
覚
悟

し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
何
と
か
な
る
さ
、

と
タ
カ
を
く
く
っ
て
い
た
数
学
で
惨
敗

を
契
し
た
か
ら
だ
。
甘
か
っ
た
。「
何
と

か
な
る
」
と
思
っ
て
い
た
科
目
ほ
ど
何

と
か
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、

数
々
の
模
試
で
体
験
し
て
き
た
は
ず
だ

っ
た
。

　

が
、
さ
ら
に
重
大
な
法
則
が
あ
る
こ

と
に
、
青
二
才
の
僕
は
気
づ
い
て
い
な

か
っ
た
。
つ
ま
り
、「
あ
き
ら
め
た
ら
、そ

こ
で
終
わ
り
」
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
数

学
で
勝
ち
を
諦
め
た
瞬
間
、
僕
の
前
期

不
合
格
は
決
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
っ

た
。

　

僕
の
ブ
ル
ー
な
気
持
ち
な
ど
お
構
い

な
し
に
試
験
は
続
く
。
二
日
目
、
理
科
。

前
年
度
よ
り
難
化
し
た
生
物
が
追
い
討

を
か
け
る
。
得
点
源
を
失
っ
た
受
験
生

に
生
き
残
る
術
は
、
な
い
。

　

要
す
る
に
、
受
験
は
学
力
だ
け
じ
ゃ

な
い
。
前
期
の
合
格
発
表
の
掲
示
板
を

前
に
、
僕
は
そ
う
思
っ
た
。
難
関
校
に

な
る
程
、
合
格
ラ
イ
ン
の
付
近
で
は
一

点
、
セ
ン
タ
ー
も
含
め
れ
ば
〇
・
一
点

の
熾
烈
な
争
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

合
否
は
、
そ
の
わ
ず
か
し
か
な
い
学
力

の
差
に
精
神
的
な
要
素
が
大
き
く
影
響

し
て
決
ま
る
。
本
番
は
気
持
ち
の
勝
負
、

あ
き
ら
め
た
ら
終
わ
り
、
ま
さ
に
そ
う

で
あ
る
。

　

人
間
、
失
敗
か
ら
学
ぶ
こ
と
の
方
が

多
い
も
の
で
、
合
格
し
た
後
期
に
つ
い

て
は
あ
ま
り
書
く
こ
と
は
な
い
。
前
期

は
あ
き
ら
め
た
け
ど
、
後
期
は
あ
き
ら

め
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
落
ち
る
受
験
と

受
か
る
受
験
の
差
な
ん
だ
と
思
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
自
力
で
合
格
で
き
る
学

力
を
つ
け
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
そ
し
て
城
北
で
は
そ
れ
が
可
能
で

あ
り
、
ま
た
そ
れ
が
城
北
の
役
目
だ
と

僕
は
思
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
重
要
な
こ

と
は
、
と
も
す
れ
ば
嫌
に
な
り
が
ち
な

受
験
生
活
を
支
え
て
く
れ
る
、
先
生
や

友
人
と
い
っ
た
強
力
な
サ
ポ
ー
タ
ー
が

学
校
に
は
い
る
こ
と
で
あ
る
。
勉
強
ば

か
り
で
は
体
が
も
た
な
い
。
僕
の
受
験

生
活
も
こ
う
い
っ
た
人
達
に
支
え
ら
れ

て
き
た
ん
だ
な
あ
と
今
さ
ら
に
し
て
思

う
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
陰
で
応
援

し
て
下
さ
っ
た
事
務
の
方
々
、
部
活
の

岸
先
生
、
沼
野
先
生
を
は
じ
め
多
く
の

先
生
方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
今
年
度
東
大
合
格
）

　

こ
の
よ
う
に
書
く
と
高
校
が
最
悪
の

よ
う
だ
が
今
思
う
と
す
ご
く
感
謝
す
る

こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
や
は
り
友
人
と

部
活
で
あ
る
。
部
活
も
そ
の
も
の
が
役

立
っ
た
の
で
は
な
い
。
部
活
を
や
る
際

に
生
じ
る
、
様
々
な
副
産
物
が
財
産
な

の
だ
。
学
校
は
小
さ
な
社
会
だ
。
ま
た

人
的
財
産
は
と
て
つ
も
な
く
大
き
い
。

重
要
な
の
は
、
一
人
で
生
き
て
い
た
の

で
は
な
く
、
色
々
な
人
に
僕
は
支
え
ら

れ
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

　

だ
が
、
そ
の
時
は
そ
れ
に
は
気
づ
か

な
か
っ
た
。
環
境
が
変
わ
っ
て
初
め
て

そ
れ
に
気
づ
い
た
。
と
に
か
く
あ
の
時

は
怒
り
と
い
う
か
危
機
と
い
う
か
そ
の

よ
う
な
何
か
に
追
わ
れ
る
か
の
ご
と

く
、
一
心
に
受
験
手
続
を
し
て
い
た
気

が
す
る
。
随
分
、
私
的
な
こ
と
に
話
が

ず
れ
た
が
僕
が
言
い
た
か
っ
た
の
は
、

人
は
あ
る
時
、
熱
病
に
か
か
っ
た
か
の

よ
う
に
お
か
し
な
こ
と
を
す
る
も
の
だ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
吉
と
出

る
か
凶
と
出
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　

そ
ん
な
熱
病
に
か
か
っ
た
時
、
そ
れ

を
い
い
方
向
に
導
く
の
に
手
助
け
を
し

て
く
れ
る
の
は
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
自

分
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
人
々
だ
と
思

う
。
だ
か
ら
、
こ
れ
だ
と
思
っ
た
人
と

は
じ
っ
く
り
と
付
き
合
っ
て
み
る
と
い

い
と
思
う
。
ま
た
、
自
分
の
心
に
余
裕

の
あ
る
時
に
は
、
逆
恨
み
し
て
い
る
人

に
で
さ
え
も
自
分
の
し
て
く
れ
た
配
慮

を
考
え
て
み
る
こ
と
を
勧
め
た
い
。

　

P
S　

受
験
や
名
簿
の
件
に
つ
い
て

ご
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
を
こ
の
場
を
借

り
て
多
く
の
方
々
に
感
謝
の
念
を
表
明

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

い
ま
で
も
変
わ
ら
な
い
が
、
僕
は
と

に
か
く
物
理
か
数
学
関
係
で
研
究
者
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

学
校
等
の
テ
ス
ト
が
あ
ま
り
よ
く
な
い

の
で
、
こ
の
程
度
も
で
き
な
い
自
分
が

研
究
者
に
む
い
て
い
る
の
か
と
て
も
不

安
で
あ
っ
た
。
で
も
、
ま
た
ど
こ
か
で

僕
は
で
き
る
に
違
い
な
い
と
い
う
根
拠

の
な
い
自
信
も
あ
っ
た
。
僕
は
研
究
者

に
む
い
て
い
る
の
か
評
価
す
る
新
た
な

指
標
が
欲
し
か
っ
た
。

　

た
だ
そ
れ
だ
け
で
飛
び
入
学
の
テ
ス

ト
を
受
け
た
と
い
っ
た
ら
嘘
に
な
る
だ

ろ
う
。
大
学
は
僕
を
ど
う
評
価
し
て
く

れ
る
の
だ
ろ
う
？
特
に
研
究
者
と
し
て

む
い
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
そ
の
道
の

プ
ロ
が
小
論
文
七
時
間
、
実
験
七
時
間
、

面
接
一
時
間
も
個
人
に
費
や
し
て
く
れ

る
の
は
魅
力
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
。
入
っ
た
後
の
環
境
も
と
て

も
い
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
、
力

試
し
だ
け
の
た
め
に
受
け
た
の
で
は
な

く
、
受
か
っ
た
ら
も
ち
ろ
ん
入
学
す
る

つ
も
り
で
あ
っ
た
。

　

高
校
で
の
環
境
は
本
当
に
自
分
に
あ

っ
て
い
な
か
っ
た
。
僕
は
な
ん
で
も
な

い
些
細
な
事
で
す
ぐ
落
ち
込
み
、
し
つ

こ
く
考
え
る
の
で
、
学
校
が
突
き
つ
け

る
成
績
や
、
評
価
、
態
度
が
辛
か
っ
た
。

何
故
、
こ
ん
な
に
も
一
面
的
に
人
を
評

価
す
る
の
だ
ろ
う
？
あ
の
当
時
の
僕
に

は
そ
れ
を
理
解
す
る
に
は
幼
す
ぎ
た
。

ま
あ
気
に
し
な
け
れ
ば
い
い
こ
と
で
あ

っ
た
の
だ
が
そ
の
頃
の
僕
は
よ
く
色
々

な
も
の
を
逆
恨
み
し
て
い
た
。
な
ん
で

も
な
い
こ
と
に
ま
で
怒
り
を
持
っ
て
い

た
。

　

総
会
終
了
後
、
午
後
四
時
か
ら

学
園
食
堂
で
第
二
回
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
が
旧
二
回
か
ら
新
十
回
生
を

対
象
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
卒
業
生
と
、
こ
れ
ら
卒

業
生
に
関
連
す
る
旧
担
任
の
先
生

方
、
総
会
出
席
者
一
五
〇
名
が
集

い
ま
し
た
。

平成１３年度同窓会収支決算書
（平成１３年４月１日～平成１４年～３月３１日）

支　　　出収　　　入

人件費 １６,２００
交通費 ９７,２２０

繰越金  ９７,８０７,６５２

会議費  ２２８,５６５
総会費 ８２１,１１９

平成１２年度卒終身会費
（３８５×＠１０,０００） ３,８５０,０００

名簿改訂版 ３,９９８,１２５
印刷製本代 １２０,９８８

平成１２年度卒名簿代
（３８５×＠４,５００）  １,７３２,５００

通信費 ７２,９８０
慶弔費 １,０５４,０７０

名簿代 ５,０００
銀行利息 ２５,６１１

備品費 １７０,８３５
雑費 ３,７８１

雑収入 ４６,０００

合計　６,７２９,６８３
残合計　９６,７３７,０８０

合計　１０３,４６６,７６３

平成１４年度同窓会予算書案
（平成１４年４月１日～平成１５年３月３１日）

支　　　出収　　　入

人件費 １７０,０００
交通費 １００,０００

繰越金  ９６,７３７,０８０

会議費 ５００,０００
総会費 １,２００,０００

平成１３年度卒終身会費
（３９２×＠１０,０００） ３,９２０,０００

会報印刷代 ４,２００,０００
印刷製本代 ２００,０００

平成１３年度卒名簿代
（３９２×＠４,５００） １,７６４,０００

通信費 １００,０００
慶弔費 ２００,０００

名簿代 ５００,０００
銀行利息 ８０,０００

雑費 ２０,０００雑収入 ２０,０００

合計　６,６９０,０００
残合計　９６,２５９,０８０

合計　１０２,９４９,０８０

平
成
十
四
年
度
総
会
報
告

　
杉
崎
会
長
の
留
任
を
決
定

副
会
長
、
正
副
幹
事
長
も
留
任

退
任
さ
れ
た
先
生

　

私
は
大
好
き
な
職
業
に
長
期
つ
く
事

が
出
来
、
又
緑
が
強
く
す
ば
ら
し
い
学

校
で
働
か
せ
て
い
た
だ
き
こ
の
上
な
く

幸
せ
に
想
っ
て
い
ま
す
。
学
校
関
係
の

皆
々
様
は
も
と
よ
り
そ
の
他
多
多
に
わ

た
る
私
へ
の
心
づ
か
い
等
々
う
れ
し
く

感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。
私
の
好
き
な

仕
事
が
す
ば
ら
し
い
仲
間
と
こ
ん
な
に

町
田  
浩
己

勤
続　

年（
芸
術
）

４２

長
く
過
ご
せ
た
事
は
た
だ
皆
々
様
の
御

指
導
と
お
な
さ
け
に
た
よ
っ
た
私
の
わ

が
ま
ま
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
私
の
一

番
う
れ
し
く
想
っ
て
お
り
ま
す
の
は　
９０

％
以
上
家
か
ら
学
校
へ
務
め
に
出
る
の

が
楽
し
く
て
ど
う
し
よ
う
も
な
い
時

間
、
日
日
で
又
年
月
で
あ
っ
た
事
で
す
。

こ
れ
も
た
だ
�
�
皆
々
様
の
お
か
げ
と

感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
森  
重
信

勤
続　

年（
国
語
）

３４

　

三
十
有
四
年
の
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
ふ
り
返
る
と
一
日
の
如
き
感
で
す

が
、
私
に
と
っ
て
城
北
は
云
は
ば
恋
人

の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
城
北
と
い
う

名
前
が
い
い
、
か
か
げ
る
質
実
厳
正
、

着
実
勤
勉
の
校
風
が
す
ば
ら
し
い
。
集

う
生
徒
と
一
緒
に
私
も
ま
た
学
び
、
習

っ
て
還
暦
を
迎
え
ま
し
た
。
古
典
を
読

む
限
り
、「
人
」
の
あ
り
様
に
老
若
も
男

女
も
些
か
の
ち
が
い
な
く
、
時
に
曇
っ

て
見
え
る
か
、
貧
し
く
て
も
透
き
通
っ

て
い
る
時
代
か
ほ
ど
の
差
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
城
北
の
校
風
を
高
く
掲
げ
、
品

格
の
あ
る
生
徒
を
輩
出
さ
れ
ん
こ
と
を

期
待
し
て
ま
す
。

　

退
職
に
あ
た
り
た
だ
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

間
と
の
共
生
を
図
ろ
う
と
し
て
い

た
野
猫
の
子
孫
た
ち
も
、
動
物
を

迫
害
す
る
猫
さ
ら
い
の
存
在
を
知

っ
て
彼
ら
に
戦
い
を
挑
む
。

　

探
偵
団
と
野
猫
の
血
を
引
く
ス

ー
パ
ー
猫
た
ち
は
、
互
い
に
情
報

を
交
換
し
な
が
ら
、
犯
人
た
ち
の

本
拠
を
突
き
止
め
、
捕
ら
わ
れ
て

い
る
猫
た
ち
の
救
出
作
戦
を
展
開

す
る
。

《
卒
業
生
の
本
》

チ
ビ
ワ
ン
瞑
想
録　

輝
け
る
猫
た
ち

（
旧
２
回
）
内
藤　

幸
雄

光
芒
社


